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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
７

５
９

回
 

 
 
 

南
奥

駈
道

南
奥

駈
道

南
奥

駈
道

南
奥

駈
道
( 行

仙
岳

行
仙

岳
行

仙
岳

行
仙

岳
→→ →→

持
経

宿
持

経
宿

持
経

宿
持

経
宿
) 安

全
安

全
安

全
安

全
点

検
巡

視
点

検
巡

視
点

検
巡

視
点

検
巡

視
 

 

◇
 
実

施
日

；
平

成
２

６
年

４
月

１
２

日
( 土

)  
晴

・
う

す
曇
 

◇
 
参

加
者

；
沖

﨑
吉

信
、

畑
林

秀
味

、
大

江
加

予
子

。
 

 
３

名
。

 
 
 

車
回

送
者

；
大

江
徳

子
。
 

 

 
☆
倒
木
処
理

倒
木
処
理

倒
木
処
理

倒
木
処
理
とと とと
奥
駈
道

奥
駈
道

奥
駈
道

奥
駈
道
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
 

 
・

Ｎ
Ｔ

Ｔ
登

山
口

～
奥

駈
道

の
中

間
地

で
栂

木
系

倒
木

を
鋸

処
理

。
 

・
 行

仙
岳

～
怒

田
の

宿
間

で
ブ

ナ
( 直

径
３

０
㎝
) チ

ェ
ン

ソ
ー

処
理

。
 

・
 倶

利
伽

羅
岳

手
前

で
杉
( 直

径
２

０
㎝
) １

本
チ

ェ
ン

ソ
ー

処
理

。
 

・
 右

３
本

以
外

倒
れ

た
小

径
木
・
落

枝
は

無
く

、
鋸

の
処

理
必

要
も

な
く

又
、

奥
駈

道
に

も
異

常
は

な
か

っ
た

。
 

☆
 次
回
次
回

次
回

次
回
もも もも
課
題
課
題

課
題

課
題
 

・
 行

仙
岳

～
怒

田
の

宿
の

間
で

、
昨

年
程

で
は

な
い

が
雨

，
霜

の
為

、
杭
・

段
差

材
が

浮
き

上
が

り
修

復
の

必
要

あ
り

。
 

・
 Ｎ

Ｔ
Ｔ

登
山

口
と

奥
駈

道
合

流
地

点
か

ら
行

仙
宿

間
は

未
点

検
。
 

・
 Ｎ

Ｔ
Ｔ

登
山

口
か

ら
奥

駈
合

流
地

点
の

中
間

地
階

段
手

摺
に

タ
イ

ガ

ー
ロ

ー
プ

に
よ

る
通

う
せ

ん
ぼ

あ
り

撤
去

必
要

。
 

・
 Ｎ

Ｔ
Ｔ

登
山

口
案

内
板

腐
食

取
替

え
必

要
。
 

☆
 情
報
情
報

情
報

情
報
 

・
 国

道
４

２
５

号
線

浦
向

～
白

谷
ト

ン
ネ

ル
間

の
カ

ナ
ウ

ナ
ギ

ト
ン

ネ

ル
上

手
で

工
事

が
開

始
さ

れ
ま

し
た

。
 

Ｈ
２

６
年

４
月

７
日

～
６

月
末

日
( 日

曜
･
祭

日
の

み
規

制
な

し
) 

規
制

の
時

間
帯

 
８

時
３

０
分

～
１

０
時

、
１

０
時

３
０

分
～

１
２

時

１
３

時
～

１
５

時
、

１
５

時
３

０
分

～
１

７
時

で
す

。
 

・
 白

谷
林

道
の

９
㎞

地
点

で
間

伐
作

業
が

開
始

さ
れ

ま
し

た
。
約

６
ヶ

月

間
で

持
経

宿
方

向
へ

間
伐

予
定

の
様

で
す

。
 

・
 
 

☆
 行
動
行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

Ｎ
Ｔ
Ｔ

Ｎ
Ｔ
Ｔ

Ｎ
Ｔ
Ｔ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
登
山
口

登
山
口

登
山
口

登
山
口

７
時

３
５

分
→
奥
駈
道
合
流

奥
駈
道
合
流

奥
駈
道
合
流

奥
駈
道
合
流

８
時

５
０

分
→→ →→

８
時

５
６

分
行
仙
岳

行
仙
岳

行
仙
岳

行
仙
岳
(1
2
6
6
m
) ９

時
０

８
分

→
９

時
３

４
分
怒
田

怒
田

怒
田

怒
田
のの のの
宿宿 宿宿
( 約

1
1
0
0
m
) →

１
１

時
１

０
分
倶
利
伽
羅
岳

倶
利
伽
羅
岳

倶
利
伽
羅
岳

倶
利
伽
羅
岳
(1
2
5
2
m
）
( 昼

食
) １

２
時

０
５

分
→

１
２

時
４

０
分
転
法
輪
岳

転
法
輪
岳

転
法
輪
岳

転
法
輪
岳
(1
2
8
1
m
）
１

２
時

５
０

分
→

１
３

時
０

７
分
平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
( 約

1
1
8
0
m
) １

３
時

１
７

分
→
持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

１
４

時
１

２
分

→

１
５

時
３

３
分
池
原
池
原

池
原

池
原
 

 

☆
 金
剛
童
子
発
見

金
剛
童
子
発
見

金
剛
童
子
発
見

金
剛
童
子
発
見
( 三

体
目
) 

当
会

会
員

森
沢

義
信

氏
は

、
氏

の
著

書
「

大
峰

奥
駈

道
７

５
靡

」
第

２

２
靡

｢
持

経
宿

｣
に

金
剛

童
子

に
つ

い
て

記
述

さ
れ

て
い

る
。

｢
持

経
宿

の

北
側

に
あ

る
、

お
む

す
び

型
の

金
剛

童
子

は
今

に
残

る
南

奥
駈

道
の

唯
一

の
も

の
で

あ
る

と
い

わ
れ

、
岸

田
日
出
男

は
昭
和

三
年
九

月
の

南
奥

駈
の

記
録

の
中

で
「
路

の
左
横

に
小

さ
な

金
剛

童
子

を
祀

っ
て

あ
る
所

に
出

た
。

こ
の

童
子

は
、

上
層
高

さ
四
寸
位

、
下
層

一
尺

の
二

つ
の
台
石

を
積

み
重

ね
上

に
、

南
向

き
に
鎮
座

せ
ら

る
る
高

さ
一
尺

の
石
像

で
あ

る
」

と
述
べ

て
い

る
。

一
九
七
九

年
「

奥
駈

」
七

号
よ

り
。
 

以
前

か
ら

倶
利

伽
羅

岳
直
下

、
小

さ
な
コ

ル
か

ら
左
折

し
鎖
場

と
な

っ

て
い

る
所

を
直
進

し
て
迷

っ
た
話

が
何

回
か

あ
っ

て
、

今
回
代
表

か
ら

も

こ
の
場
所

に
道
標

の
設
置

の
話

が
あ

っ
た

。
 

標
識

を
準
備

し
標
柱

は
現

地
で

倒
木

か
間

伐
材

を
利
用

す
る
こ

と
に



 2 

し
た

。
 

当
日

１
１

時
過
ぎ

倶
利

伽
羅

岳
に
着

き
、
早
速
そ

の
設
置

に
と

り
か

か
る

。

先
ず

は
標
柱

の
確
保

で
あ

る
。
コ

ル
上

の
小

さ
な
ピ

ー
ク

に
適

当
な

の
が

あ

り
そ

う
だ

、
距
離

も
な

く
踏

み
跡

も
あ

っ
て

３
０

～
４

０
秒

で
そ

の
ピ

ー
ク

へ
。
ち
ょ

う
ど
良

い
の

が
あ

っ
て

１
本
頂

い
た

。
帰
路

方
向

に
振
返

っ
た

時

左
手

に
「

金
剛

童
子

」
で

は
な

い
か

、
直

ぐ
畑

林
、

大
江

さ
ん

を
呼

び
、

手

を
合

わ
せ

た
。
台
座

に
お
供

え
さ

れ
た

様
子

も
な

く
、
碑
伝

も
一
枚

も
な

い
。
 

こ
の
存
在

を
知

る
者

は
い

な
い

様
だ

、
い

つ
置

か
れ

た
も

の
か
判

ら
な

い
、

何
十

年
か
何
百

年
か
感
動

も
の

で
あ

る
。
 

一
昨

年
行

仙
宿

上
手

に
続

き
、

今
回

で
三

体
目

と
な

る
。
 

昨
年

も
瀧

本
昭
太
郎

氏
が
蘇
莫

岳
で
石
碑

を
発
見

さ
れ

た
。
皆

ん
な

が
興

味
を

持
て
ば
四

体
目

、
五
対

目
も
発
見

で
き

る
で

あ
ろ

う
。
 

奥
駈

道
、

小
屋
同

様
に

大
切

に
大
切

に
見
守

り
た

い
。
 

 ☆
 そ
の
そ
の

そ
の

そ
の
外外 外外
感
想
感
想

感
想

感
想
 

今
回

Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌

山
の
斉
藤

記
者

が
同

行
予

定
も
急
遽
キ
ャ

ン
セ

ル
で

三
人

で
の

点
検

山
行

と
な

っ
た

。
天
候

に
恵

ま
れ
特

に
千

年
檜

手
前

な
ど

、

所
々

か
ら
見

え
る
空

の
青

さ
、

山
の
緑

と
点
々

と
咲

く
コ

ブ
シ

の
白

の
コ

ン

ト
ラ
ス

ト
は

、
す
ば

ら
し

い
も

の
で

あ
っ

た
。
 

本
日

で
本

宮
～

前
鬼

間
の

点
検

は
終
了

し
た

。
ご
協
力
頂

い
た
皆

さ
ん

に
感

謝
申

し
上
げ

る
。
 

特
に

、
本

日
積
極
的

に
回

送
を
申

し
出
頂

い
た

大
江

徳
子

さ
ん

、
本

日
所

要

で
参

加
出
来

な
い

が
、

チ
ェ

ン
ソ

ー
を
態
々
自
宅

ま
で
届
け

て
頂

い
た
松

本

板
金

・
松

本
吉
殖

氏
に

お
礼
申

し
上
げ

ま
す

。
 
( 記

；
沖

﨑
) 

 

 
 

行
仙

岳
で

に
て

 
 

 
 

 
 

行
仙

岳
～

怒
田

の
宿

間
の

ブ
ナ

倒
木

処
理
 

 
 

倶
利

伽
羅

岳
で

見
つ

け
た

金
剛

童
子

！
 

倶
利

伽
羅

岳
直

下
に

道
標

設
置

 
 


